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特集II:奥 井復太郎の都市論

生 活 の 地 平 と 風 景

  奥井復太郎の景観論

山岸 健

都市を社会的景観 として理解 した研究者、彼こそ奥井復太郎である。 ジョン ・ラスキ ン

～ ドイッ中世都市～シカゴ学派、 自分 自身の研究歴をこのように要約 した彼は、絵画的光

景や風景/景 観に強い関心を示 した人だった。鋭い眼光は彼の風貌 と表情において忘れが

たいものである。

 人び との暮 らしの姿、生活 環境の様 相、風景や景観、生活者、人間 一都市研 究者、奥

井復太郎の 〈まな ざし〉は、人間と日常的世界に注がれていたのである。彼の生涯にわた

る研究業績は豊かな生活感覚 と生活感情によって貫かれているが、そ うした研究業績 と多

様な仕事を展 望する とき、私たちの視野にクローズ ・ア ップ されて くる注 目に価す るモ

チーフがある。それが景観であ り、風景であ る。奥井復太郎の都市研究は、日常生活研究

の地平に花開いたまことにみ ごとな眺めであ ることに注 目したい と思 う。景観論、風景論

とい う観点か ら、また、そのよ うなパースペ クティヴ(遠 近 ・眺望 ・視野)で 奥井の都市

研究を理解することもできる。広 く知られて いる 『現代大都市論』には明 らかに独 自の景

観論 とい う趣が うかがわれ る。景観や風景へ のアプローチにおいて、奥井の面 目躍如 とい

えるのではないだ ろ うか。人び との生活様相や地域の景観 にたい して眼光の人の目は広 く

見開かれていたのである。彼の都市研究の出発点に姿を見せていたのは、景観や風景で あ

る。また、そ うした研究の帰着するところに いつ も姿を現わ していたものこそ、生活の風

景であ り、生活景観なのである。

 「都市研究の基本的課題 一日本都市学会大会 によせて 一」 と題 されたエセーのなかで

奥井は都市研究の方法における中心項目として、土地 ・人口 ・産業(活 動)・ 文化(様 式)・

時代 とい う五項 目を指摘 してい る。 このエセーのなかで彼はつ ぎの よ うに述べている(

「都市研究の基本的課題 一日本都市学会大会によせて 一」 『都市問題』第45巻 第5号

昭和29年5月 、7ペ ージ、 『奥井復太郎著作集 第七巻 都市論(五) 〔戦後都市論 ・都市

と文学〕』監修 川合隆男/山 岸 健/藤 田弘夫、大空社、1996年12月29日 、所収)。

 結局は、 「そ こにおいて、 どうい う人間が何 をどうい う風に行って生活 しているか」

とい うことを根幹にして、どんな構造、 どんな関係、どんな過程、どんな性格が生まれ

て くるか とい う点に、主たる着眼点があるべきである。
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人間の生活(様 相)、 生活者の姿に奥井の 〈まなざ し〉が注がれ ている。彼は時代的制

約にも注 目しているが、こ うした制約 を視野 に入れた うえで、地域 と人間と生活を一体的

に考察す る必要性が主張されたのである。このエセ ーには生活基盤、生活体制、生活信条

といった奥井のキー ・ワー ドが うかがわれ る。社会学のパースペ クティヴに考慮がは らわ

れなが ら、都市研究をめ ぐって さまざまな提言 が試み られ たのである。 奥井復太郎の都

市研究においては、 ことごとく生活であ り、 人間なのである。 さらにことごとく生活景 観

なのである。

若き日の奥井の姿が私たちの眼前に浮 かび上が ってくる ようなシーンを眺めたい と思

う。 ドイツ留学時(大 正13年 一昭和2年)を 回想 して書かれ た文章であ る(「 都市研究

への一回想」 『都市問題研究』第11巻 第2号 昭和34年2月 、 『奥井復太郎著作集 第七巻』

所収)。

 独逸滞在中は、都市研究に関す る限 り独逸 中世都市の魅力に圧倒 された。それ故経済

史研究には全 く専門外 であ りなが ら、それ らの文献を矢鱈に求めた。 ただ中世都市 と

いって も私の興味の中心 となったのはその形体であ り建築であ り且つ設計であった。 こ

こに都市計画に対する後年の私の関係が生れて来る。勿論その以前田園都市論に関 して

目をつけた事 もあったが、 中世都市は本 当に素晴 しか った。廻 らされた城壁 と城門、そ

の裡にぎっしり建てこまれた家屋、 中央に讐える教会 とその尖塔、 ラー ト ・ハ ウス、そ

の前面にひろがるプラッツ、等は、それ らいちいちの建築についてでな く、コンパ ク ト

な集団生活の形体 として、 これあるかなの感を十分に与えて くれた。ここにコム ミュニ

ティーがある とい う啓示であった。 この感得が前掲ラスキンの直接の影響であったの は

い うまでもない。勿論それは私の内面的な関係においてである。教会の塔は何故天に向っ

てか くも高いか とい う質問に対 してラスキ ンは、それ は人々の神に対す る渇仰のゆえに

と答える。生命 と摂理、そ して生けるもの のよ り高いものに対する精進 とそのための闘

争、そ うした事か ら生れる形体に於 ける調 和、そ うい うものとして自然美を謳 うラスキ

ンの観察解釈がそのまま、私の中世都市観 にな った といって差支えなかった。同時に今

日なお、これが後段で触れ るが私の綜合観の基底にな っている事 も否めぬ ことである。

 ドイ ッ中世都市を体験 したときの若 き日の奥井の感激 と驚きが私たちの胸に迫ってくる。

ドイツ留学以前にラスキンをめ ぐって熱心に研究がお こなわれていた し、田園都市につ い

ても関心が向けられていたことは、奥井の研 究歴か らも明 らかである。 ラスキン研究は後

年の都市研究の根底をなす もの として注 目に価す るが、 ドイツ中世都市の体験 と理解にあ

たって、ラスキンは隠れた力、重要なパースペクティヴとな っていたのである。 この文 章

には ローテ ンブルクやネル トリンゲンなどの都市名は記 されてはいないが、 こうした都 市
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を含めて、奥井は数々の ドイツ中世都市を目のあた りに して、 ここにはコミュニティがあ

る、 とい うことをは っき りと自覚 したのであ る。それはほとん ど啓示に近いものだ った と

いえるだ ろ う。中世都市の景観 に彼は凝縮 された集団生活の形体を見たのである。奥井の

目と心を射 とめたのは、中世都市の形体 と建築 とプランだ った。彼の視野に生活は形体 と

して広がったのである。形体の うちに人び との生活が生きていたのである。 中世都市の姿

と形、景観、風景によって、奥井はコ ミュニティとコミュニティ ・ライ フ、人び との 日常

生活に導かれたのである。形体 と生活か ら都市計画へ、 さらに生活設計へ、 こうした方向

へ も奥井の関心は深まってい ったのである。 眼光の人を形体 と生活の人 と呼ぶ こともでき

るだろ う。

 『現代大者肺 論 』 (昭和15年 ・1940年)の 著者は、絵こころ豊かな研究者であり、また、

文学に広 く心を開いていた一人の生活者だ った。水彩画を描 く楽 しみがあった。ラスキ ン

は絵画の人で もあったか ら、奥井はラスキンに親近感 を抱いていたのか も知れない。 しな

やかな感性 とものを見る楽 しみ と喜び、表現する楽 しみは、奥井の資質ではないかと思 わ

れ る。 自分 自身の生活歴 と生活史、都市体験、読書体験が、都市研究において有力な視 点

とパースペクティヴとなっていたのである。 さまざまな文学作品、小説、いろいろなエセー

などに都市理解のモチーフを見出す ことがで きた人、奥井復太郎はそのような研究者であ

る。文学作品は、エセー とともに、都市 と人 間と生活を理解す るための、かけがえのない

源泉 となっていたのである。

瀧太郎、万太郎、復太郎 と思わず呼びた くなるくらいだ。東京の下町 と山の手は、いず

れも奥井にあっては視点 とパースペクティヴ となっていたのである。三 田山上の慶磨義 塾

で一時期、教壇に立ったこともある永井荷風 は、奥井に とっては都市研究の うえでなかな

か重要な人だ った。奥井はなぜ こうした作家、文学者たちに強い関心を抱いたのだろ うか。

それは土地柄、人柄、心柄(い ずれ も奥井の用語である)、 生活の遠近 と様相、生活者の

気分 と生活態度、地域の景観、土地の雰囲気 などが、小説やエセーなどに生き生きとした

状態で表現されていたか らである。 こうした作品は都市研究のフィール ドお よび舞台となっ

ていたのである。生活者の生活感情 と気分、 土地や場所、地域や地区、界隈の景観 と生活

様相、生活環境の光景 と雰囲気に奥井は注目 していた。小説やエセーはみ ごとな鏡 とな っ

ていたのである。それぞれの地域や土地の景観は、人び との暮 らしや人間の存在様相に深

く根 ざした生活の光景にほかな らなかったのである。

永井荷風の追悼講演会が三田山上の演説館で開かれた ことがある。奥井復太郎は、当時、

慶磨義塾長の要職にあ り、多忙 を極 めていたが、この 日は一人の研究者として壇上に立ち、

「荷風 と東京」 と題 して、追悼講演 をお こな ったのである。 この とき、奥井は、荷風の作

47



三田社会学 第2号(1997)

品、 「日和下駄」、 「冬の蝿」、 「ちぢ らし髪」、 「っゆのあ とさき」、 「渥東綺諌」 に

言及 している。

東京市内の景観の描写 に見 られ る荷風の筆 力、描写 力に注 目した奥井は、席上、つぎの

ように語 っている (「荷風 と東京一都市社会学の立場からみた荷風の作品一」 『三田評論』

584号 昭和34年10月 、25ペ ージー27ペ ージ 『奥井復太郎著作集第七巻』所収)。

 と申 しますのは、ただ風景が、いわゆる自然の風物 とい うものが描 けただけでは、都

市の場合においては役に立たないのであ ります。その風景を描いていくところに、そ こ

におそ らく生活 しているであろ う、あるいはその舞台で もって演ぜ られるであろ うとこ

ろの庶民の生活、風俗あるいは喜怒哀楽 といいますか、物の考え方、こ うい うものがそ

れ と結びついて描 き出されているところに、私が荷風のそ ういった方面の作風に感心す

るゆえんがあるのであ ります。単に地理的な情景 の描写だ けでな くて、それに市民の生

活、あるいは申せば庶民的生活 とい うものが結びついている、この点なのであ ります。

これは 「日和下駄」 もそ うであ りますが、戦後出ま した 「冬の蝿」 とい うよ うな随筆 集

を見ます と、東京の江東地区、隅田川の向 うの地区の描写 とい うものが実によく出てい

る。ただそれは低湿地で もってど うとか こ うとか とい うの じゃない。それに結びついて

いる市民の生活の さま とい うものがよく描 けているのであ ります。そ うい う意味にお き

ま して、私 どもは自分 自身の研究の中でも、次に申 しまする三つの事象に対 して三位 一

体的な見方をしているのであ ります。具体的に一つの地域を与えてみます。これ はわれ

われの方ではエ リア とい う言葉を使ってい る人 もある しクォーター とい う言葉を使 って

いる人 もある。あるいは地区 とい うよ うに訳 している人 もある。その一つの地域を与 え

てみ ます と、そ こにおのずか ら生活す るところの市民の生活の一一集団があ ります。その

集団 とい うものはその集団特有の経済度を持ち、それか らメンタリティを持つ。あるい

は行動 もそれ特有の型 を持 ってお ります。 そ うしてそれ らの ものから、おのずか らそ こ

に作 り上げられ る、生まれ出て参 りまする ところの風物、情景 とい うもの も他 の生活 と

は違った ものになっている。従 って景観 と人間の集団生活 とそれからその人間のパー ソ

ナ リティ、この三つが三位…体の形をなす とい うのが都市社会学の研究の一つのテー マ

なのであ ります。 (中略)

 一つの場所があってそ こにば く然 と人が生 活 しているとい うだけでな くて、その土 地

柄 と人柄 と心柄、 この三つが三位一体的に 一つになっている とい うはっき りした社会 調

査上の結論があるわけなので、私がここで 問題に してお りますのは、荷風がこ うい うと

ころを、文学者 としての、作家 としての非 常に鋭い洞察力といいますか、観察力で、そ

うして平々凡々にこれ を描いていることであ ります。

生活環境 としての地域や地区にはただならぬ深 さが見 られ るので ある。生活す る人び と
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に特有の生活意識、生活態度、生活感情、そ うした人びとの行動のパターン、暮 らしの姿、

風俗や風物や風景を理解す ることによって、初めて特定の地域や地区の様相が明 らか とな

るのである。それぞれの土地や場所 に漂い流れている雰 囲気や霧の ようなもの、その地域

に特有の風(か ぜ/ふ う)が ある。人び との表情や言動や気風などにそれぞれの地域の様

相や文化が うかがわれるのである。景観 は並々ならぬものであ り、地域や地区を理解す る

ための注目に価す る指標 にほかならない。景 観一和辻哲郎はそれ を人間存在のなかの光景

と呼んだが(『 倫理学』)、 奥井復太郎は景観を人間生活の営み の外的表現、各個人の社

会的関係に於ける生活表現、また、生活 と環境の外的統一 と呼んだのである。 (『奥井復

太郎著作剣 第五巻都市論(三) 〔現代大都市論〕』監修 川合隆男/山 岸 健/藤 田弘夫、

大空社、1996年7月27日 、265ペ ージ、272ペ ージ)。

風景

生活体系

 ●

景観

・

環境

生活理念

 ・

O人 間/生 活/景 観

社会

地域

●

活

●

生

生活基盤

・

人間

・

都市

地域の様相を生活の場面で社会的な広が りで理解することによって都市へのアプ ローチ

を試みること一奥井復太郎の都市研究の方法 とスタイルをこのよ うに要約す ることができ

るだろう。 『現代大都市論』に見られるのだ が、奥井は、各地域に特殊な生活者 と特殊な

生活力、特殊な生活様式と理想の解明が必要 であることを主張 している。各地区には独 自

の生活様相 と理想が見 られるのであ り、ここに独特 の空気が醸成 され、こ うしてこの地区

が別天地を構成す るのである。奥井は地域の封鎖性、排他性、あるいは開放性に注 目して

いる。 こうした地域の様相や居住者の行動型、心的状態(い ずれ も奥井の用語)の 理解 に
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おい て、景観 の社会学的 意義(奥 井)が 生 まれ るので ある。 (『奥井復 太郎 著作 集第 五巻 』

260ペ ー ジ ー261ペ ー ジ、 参 照)。 景 観 の社 会 学が 私た ち の視野 に ク ローズ ・ア ップ され

て くる。つ ぎの よ うな奥井 の 見解 に注 目 したい と思 う(同 書 、266ペ ー ジ)。

詳 しく云へば、特定の景観及び其れ等の相互的交渉は特定の社会的、経済的、文化 的

関係及び構成に於いて規定されてをり、従 って景観の描写または分析綜合は、之れを以 っ

て、其の内に含まれ る社会的、文化的、経 済的生活を指示す るモメン トにな り得 ると云

ふ約束の下に、吾々は景観論 を社会学的に取扱ふのである。

奥井は都市を社会的景観 として理解 しているが(『 奥井復太郎著作集第五巻』105ペ ー

ジ)、 こうした理解を含めて、奥井においてはさまざまなパースペクティヴで都市へのア

プローチが試み られていることに注 目したい。彼は道路社会学をイ メージ してもいる。途

上風景(奥 井)、 さまざまな道の表情 と様相 が彼の視野に広が っている。奥井復太郎にお

いては、都市景観は生活の風景であ り、人間の風景なのである。こ うした都市景観は、都

市の生活像、人間像であり、都市の綜合的理 解の要 となるものこそ、景観/風 景にほか な

らない。眼光の人の都市研究は、彼 自身の生 活の形体(奥 井の用語)、 生活の風景 として

理解され るだろ う。彼の視野は都市研究を越 えた広が りでかなたへ と延び広が っている。

そ うした視野を生活の地平 と呼びたい と思 う。このよ うな地平に人間 と風景が姿を見せ て

いるのである。

 人間 と生活、人間の生活、 日常生活こそ、奥井復太郎の研究のモチーフであ り、彼のパー

スペクティヴである。生活景観、社会的景観 に彼の 〈まなざし〉が注がれつづ けていたの

である。
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